
広報編集委員
議員はお祭りへの寄付

や町内会の催しものへ差し
入れすることを禁止されて
います。
有権者が求めてもいけま

せん。
ご理解をお願いします。

議会の傍聴に来てください
次回定例会の予定

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

　
広
報
編
集
委
員
に
な
っ
て
３
回
目
の
議

会
だ
よ
り
に
な
り
ま
す
。広
報
の
作
成
を

し
て
い
て
、思
い
出
し
た
言
葉
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は「
一
日
一
生
」。小
学
校
三
年
生

の
と
き
の
担
任
の
先
生
の
教
え
で
す
。そ

の
日
、一
日
を
一
生
懸
命
生
き
る
こ
と
。

　
議
会
だ
よ
り
に
対
し
、毎
回
、編
集

委
員
全
員
が
、一
人
で
も
多
く
の
町
民

の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

全
国
の
市
町
村
の
優
秀
な
議
会
だ
よ
り

を
参
考
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、議
員
と
し
て
の
活

動
も
、精
一
杯
頑
張
ら
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
一
号
に
全
力
を
挙
げ
る「
一
号

一
生
」。私
も
、そ
ん
な
気
持
ち
で
編
集

作
業
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　        

　
　
　 

　
T
・
O

開始時間は午前９時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

Toyoyama Gikai  Dayori

と
よ
や
ま
議
会
だ
よ
り

T
oyoyam

a G
ikai D

ayori
令
和
2年
2月
１
日
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翔びたて豊山っ
子！

12月定例会

NO.151
議会だより

3月 ２日（月）開会・議案説明
3月 ９日（月）一般質問
3月10日（火）議案質疑
3月11日（水）議案質疑

3月12日（木）福祉建設委員会
3月13日（金）総務文教委員会
3月17日（火）討論・採決・閉会

発行：愛知県豊山町議会
　令和2年2月１日
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P5
P6～１5
P１6

委員会視察
9人が一般質問
翔びたて豊山っ子！

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　
昨
年
12
月
1
日
に
行
わ
れ
た
、商
工
会
主

催
の
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
出
発
す
る

様
子
。多
く
の
参
加
者
が
ス
タ
ン
プ
を
求
め

町
内
20
カ
所
を
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。

　
僕
は
、愛
知
駅
伝
に
出
ま
し

た
。
会
場
に
着
い
た
と
き
か
ら

六
区
の
僕
が
走
る
ま
で
、だ
い

ぶ
時
間
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、ず
っ

と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、い
ざ
走
っ
て
み
る
と
す
ぐ

で
、全
体
結
果
は
十
位
で
し
た
。

豊
山
町
は
、去
年
よ
り
四
位
も

順
位
が
上
が
り
、モ
リ
コ
ロ
賞

　一
位
で
し
た
。初
め
て
出
た
駅
伝

で
賞
を
と
れ
た
の
で
、と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
私
は
、愛

知
駅
伝
に
今

回
初
め
て
出

ま
し
た
。
私

が
タ
ス
キ
を

も
ら
っ
た
時

点
で
は
最
下

位
に
近
か
っ

た
け
れ
ど
友

達
や
家
族
、コ
ー
チ
が
た
く
さ
ん

応
援
し
て
く
れ
た
の
で
が
ん
ば

れ
ま
し
た
。
区
間
六
位
で
練
習

よ
り
タ
イ
ム
は
出
な
か
っ
た
け

れ
ど
、楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
！！
モ
リ
コ
ロ
賞
も
取
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
井 

徠
輝

ド
キ
ド
キ
の
瞬
間

関
根 

り
り
こ

ま
つ

い

ら
い

き

せ
き

ね

初
め
て
の
愛
知
駅
伝

寄付行為の禁止

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

P2～4一人ひとりが輝く
暮らし豊かなまちへ

スタンプをぜんぶ集めるぞ （関連記事P16）



12 
月

定
例
会
の

あ
ら
ま
し

　
令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
が
12
月
２
日
か
ら
13
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想
案
、学
習
等
供
用
施
設
・
ス
カ
イ

プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
な
ど
、あ
わ
せ
て
14
議
案
が

上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一人ひとりが輝く一人ひとりが輝く暮らし豊かなまちへ暮らし豊かなまちへ

総合計画基本構想案

賛 成

　まちの将来像が「にぎわいとやすらぎのアーバ
ンビレッジ」から「一人ひとりが輝く暮らし豊かな
アーバンビレッジ」へと変化している。町の意気
込みを感じる。また、豊山の発展と合併について
考えることは両立しない。この構想を基に責任を
持ってまちづくりを進めたい。

反 対

　名古屋都心と本町空港を結ぶ、鉄道による整
備。交通利便性のない所に発展はない。また行政
区域の違いは、地下鉄乗入の致命的阻害要因で
ある。名古屋との合併によって利便性のすぐれた
地区として発展していく。これら趣旨が盛り込ま
れておらず、反対する。

山本亮介議員 坂田芳郎議員

豊山の発展と合併は両立しない 合併が盛り込まれていない

賛成討論　　反対討論VS

10
年
後
の
目
標
人
口
や
世
帯

数
、年
齢
別
割
合
は
ど
う
予
想
し

て
い
る
か
。

人
口
は
、今
後
ゆ
る
や
か
に
増

加
す
る
と
予
想
し
て
い
る
。目
標

人
口
は
１
万
６
４
０
０
人
、世
帯
数

は
８
０
０
０
世
帯
で
あ
る
。

　
豊
山
町
は
、右
図
の
よ
う
に
、全

国
平
均
よ
り
65
歳
以
上
の
割
合
が

低
く
、15
歳
以
下
の
割
合
が
高
く

な
る
と
想
定
し
て
い
る
。

理
解
や
普
及
を
進
め
る
た
め
に

も
S
D
G
ｓ
の
ア
イ
コ
ン
を
表
記

し
て
は
ど
う
か
。

基
本
計
画
案
で
は
、17
項
目
を

表
示
す
る
。

〈
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
〉

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
消
費
活
性
化

事
業
委
託
料
の
使
用
目
的
は
。

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
で
き
る

事
業
者
を
募
集
し
登
録
す
る
た
め
。

〈
時
間
外
勤
務
手
当
〉

教
育
総
務
費
で
時
間
外
勤
務
手

当
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、何
時

間
に
当
た
る
の
か
。

１０
月
か
ら
３
月
の
６
２
４
時
間

で
あ
る
。

Q Q

QQ

AA

AA

第
５
次
総
合
計
画
の
基
本
構
想

に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
未
来
を
描

き
、思
い
を
込
め
た
の
か
。

第
４
次
総
合
計
画
で
築
き
上
げ

て
き
た
、に
ぎ
わ
い
に
一
層
磨
き
を

か
け
る
。ま
た
、自
分
ら
し
い
豊
か

な
未
来
が
描
け
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
。

基
本
構
想
の
地
域
懇
談
会
で

「
町
民
の
意
見
を
反
映
す
る
」
と

答
弁
が
あ
っ
た
が
、ど
こ
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

地
域
懇
談
会
で
は
公
共
交
通
の

充
実
、防
犯
・
交
通
の
安
全
対
策
な

ど
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
。現
在
、策
定
中
の
基
本
計
画
に

反
映
さ
せ
て
い
る
。

目
標
２
に「
自
然
に
も
人
に
も

優
し
い
持
続
可
能
な
ま
ち
」
を
掲

げ
た
理
由
は
。

暮
ら
し
の
豊
か
さ
が
前
提
だ

が
、住
宅
や
景
観
、環
境
衛
生
・
循

環
型
社
会
を
無
視
し
て
追
求
す
る

の
で
は
な
く
、自
然
に
も
人
に
も

優
し
い
、バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
豊
か

さ
を
追
求
す
べ
き
と
考
え
た
た
め

で
あ
る
。

Q

Q

A

AQA

大
き
く
変
わ
る
点
は
ま
ち
の
将
来
像

一
般
会
計
補
正
予
算

基
本
構
想
案
の
質
疑

第
５
次
総
合
計
画

基
本
構
想
案
、可
決

来
年
度
か
ら
の
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
基
本
構
想
が

議
案
と
し
て
上
程
さ
れ
、活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

【
第
４
次
総
合
計
画
】

に
ぎ
わ
い
と
や
す
ら
ぎ
の

ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

【
第
５
次
総
合
計
画
】

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
暮
ら
し
豊
か
な

ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

　
第
５
次
総
合
計
画
基
本
構
想
を

基
に
、計
画
の
実
施
に
向
け
、基
本

計
画
、実
施
計
画
を
策
定
し
、推
進

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
今
ま
で
以
上
に
、町
民
の
皆
様

が
住
み
や
す
い
と
感
じ
ら
れ
る

一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
に
一
層
の

重
点
を
置
く
ま
ち
の
実
現
に
向
け

て
、取
り
組
ん
で
い
く
。
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審
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一
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月
定
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会
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年齢別人口推計

令和12年
全国平均

令和11年
豊山町

̶
31.2%

̶
11.8%

3,657人
22.3%

2,492人
15.2%

65歳
以上

15歳
未満

平成27年
豊山町

3,332人
22.0%

2,210人
16.0%

                                         

SDGs（エスディージーズ）のアイコン
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年齢別人口推計

令和12年
全国平均

令和11年
豊山町

̶
31.2%

̶
11.8%

3,657人
22.3%

2,492人
15.2%

65歳
以上

15歳
未満

平成27年
豊山町

3,332人
22.0%

2,210人
16.0%

                                         

SDGs（エスディージーズ）のアイコン



　令和元年第3回臨時会が１１月２９日に開かれました。下水道工事の

変更契約、移動系防災行政無線デジタル化整備工事の変更契約など３件

の専決処分の報告、議員の期末手当、特別職や職員の給与などに関する

条例の一部改正など９議案が上程され、すべて原案通り可決されました。

第3回臨時会のあらまし
開かれた議会を目指して

せまりくる災害に備えて

議会改革等特別委員会

総務文教委員会

　11月12日、瀬戸市議会を視察しました。
　瀬戸市議会では、平成30年3月議会からタブ
レットを試行導入しています。導入に至るまでの
経緯や使用方法とルール、ペーパレス化の現状
について学びました。
　また、議会でのインターネット中継については、

開かれた議会を目指すことを目的にしていま
す。本会議は全日程、委員会については常任
委員会と議会運営委員会を中継しています。
ネット環境さえあれば「議員たちがどんな議論
をしているのか」「自分たちの声は届いている
のか」を知ることができます。豊山町でも開か
れた議会を目指していきます。

　１１月２８日、名古屋大学にある減災館を視
察しました。
　伊勢湾台風から６０年が経過しました。昨今、
甚大な被害が出ているゲリラ豪雨や台風１９号
のような風水害によって、引き起こされた河川
災害について、田代喬教授による講義と施設
内の見学を行い基礎的な減災方法について

学びました。
　また、スーパー伊勢湾台風の被害想定の展示も
あり、あらためて迫りくる脅威への備えをしていか
なくてはならないと感じました。
　この視察研修で学んだことを住民のみなさまの
安心安全のために役立てるよう努力していきます。

学習等供用施設の指定管理者の指定
豊山町プールの指定管理者の指定
工事請負変更契約の締結（下水道工事その2）
工事請負変更契約の締結（学校給食センター建設工事）
人権擁護委員候補者（西脇和子）の推薦
町道路線の認定
第５次総合計画基本構想を定めること
職員の分限に関する手続及び効果に関する条例の一部改正
手数料条例の一部改正
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正
下水道条例の一部改正
西春日井広域事務組合規約の変更
令和元年度一般会計補正予算（第４号）
「所得税法第５６条の廃止を求める意見書」提出を求める請願書

全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成承認
全員賛成可決
賛成８反対１可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
賛成2反対7不採択

議　案 審議結果

採決には議長は加わりません。

12月定例会 審議結果

議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正
特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正
職員の給与に関する条例の一部改正
会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
令和元年度一般会計補正予算（第３号）
令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
令和元年度介護保険特別会計補正予算（第２号）
令和元年度公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

賛成８反対１可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決
全員賛成可決

議　案 審議結果

採決には議長は加わりません。

第3回臨時会審議結果
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12月9日（月）9人が質問に立った。
一問一答方式で、制限時間は答弁を含み１人６０分。

　一般質問とは、町が行っている事業や計画について議員が住民に
代わって質問したり要望を伝えたり、今後の町のあり方について議
論、提言することである。

◎全文記録（議事録）は、３月上旬に町ホームページ掲載しますのでご覧ください。

議会だよりには、太字のみ掲載

1 水 野 　 晃 P.7●豊山町に広域防災拠点を誘致

2 坪 井 孝 仁 P.8
●次期都市計画マスタープランと県が検討している、総合的な
　新たな防災拠点との整合性について
○町長のFacebookの取り扱いについて

7 大 口 司 郎
●タウンバスと他市町の運行バスとのジョイント運行について
●豊山中学校各施設老朽化をどう考えるか

9 坂 田 芳 郎

P.13

●保育現場における薬の投与を考える P.15

8 岡 島 政 信
●空き家問題について
●障がい者へのサービスについて

P.14

3 山 本 亮 介 ●町の障害者福祉の今後について P.9

4 柴 田 賢 一
●公用車の運用管理
●登下校防犯プラン

P.10

5 作 野 桂 子
●放課後児童クラブ（なかよし会）の現状と課題について
●不登校の児童生徒の居場所について

P.11

P.126 岡 島 　 剛 ●友好都市交流について

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

　
県
議
会
９
月
定
例
会
で
、自
民

党
の
伊
藤
辰
夫
議
員
か
ら「
大
規

模
災
害
時
の
後
方
支
援
を
担
う
、

新
た
な
防
災
拠
点
の
確
保
に
つ
い

て
」の
代
表
質
問
が
あ
っ
た
。

　
大
村
秀
章
知
事
は「
災
害
時
に

県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
て
い
く

た
め
に
は
、直
ち
に
救
出
救
助
部
隊

を
投
入
す
る
と
と
も
に
、緊
急
支

援
物
資
の
輸
送
や
応
急
復
旧
活
動

を
展
開
し
て
い
く
、新
た
な
防
災
拠

点
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
」と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
具
体
的
な
内
容
に
は
触
れ
ら
れ

な
か
っ
た
が
、条
件
と
し
て「
津
波

や
高
潮
な
ど
に
よ
る
防
災
リ
ス
ク

が
低
く
、空
港
や
高
速
道
路
網
に

直
結
し
、活
動
要
員
の
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
機
能
、物
資
の
備
蓄
と
中
継
・

分
配
機
能
お
よ
び
こ
れ
ら
を
制
御

す
る
本
部
機
能
を
合
わ
せ
持
ち
、

防
災
に
関
す
る
教
育
・
訓
練
施
設

と
し
て
２４
時
間
の
危
機
管
理
体
制

を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
」と
の

考
え
も
示
し
た
。

知
事
の
答
弁
に
対
し
て
の

町
長
の
見
解
は
。

産
業
建
設
部
長

防
災
拠
点
の
充
実
は
、非
常

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
広
域
防
災
拠
点
に

つ
い
て
、町
長
は
誘
致
を
明

言
さ
れ
た
ら
い
か
が
か
。

産
業
建
設
部
長

本
町
も
有
力
な
候
補
地
に

な
り
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

誘
致
は
、招
か
れ
た
ほ
う
が

様
々
な
コ
ス
ト
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
。も
ち
ろ
ん
、多
少

の
優
遇
は
あ
り
、そ
の
優
遇
を
も
っ

て
、来
て
い
た
だ
く
よ
う
誘
う
こ

と
で
あ
る
。知
事
答
弁
で
は
、具
体

的
な
構
想
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
が
、町
長
は
誘
致
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
対
応
・
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長

近
年
、全
国
各
地
で
大
き
な

災
害
が
発
生
し
て
お
り
、防
災
に

対
す
る
取
り
組
み
は
、本
町
に
も

差
し
迫
っ
た
課
題
と
と
ら
え
て
い

る
。愛
知
県
の
進
め
る
新
た
な
防

災
拠
点
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
、

本
町
で
取
り
組
む
べ
き
防
災
機
能

の
強
化
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

広
域
防
災
拠
点
は
、県
全
体

の
防
災
拠
点
と
な
る
構
想

で
あ
る
。一
定
程
度
ま
と
ま
っ
た
面

積
が
必
要
と
な
る
。町
に
誘
致
す

る
際
、町
長
は
ど
こ
を
適
地
と
考

え
る
の
か
。

町
長

県
が
適
地
を
選
定
す
る
際

に
は
、す
で
に
建
物
が
多
く
存
在

す
る
地
域
で
は
な
く
、あ
る
程
度

広
域
な
開
発
が
可
能
な
地
域
が
選

ば
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
長
は
、行
政
の
ト
ッ
プ
と

し
て
、愛
知
県
と
名
古
屋
市

に
対
し
、い
つ
、豊
山
町
の
考
え
を

公
言
す
る
の
か
。

町
長

現
時
点
で
愛
知
県
は
、新
た

な
防
災
拠
点
の
具
体
的
な
内
容
を

示
し
て
い
な
い
が
、本
町
も
有
力

な
候
補
地
と
な
り
得
る
と
考
え
て

い
る
。引
き
続
き
県
の
動
向
を
見

守
り
な
が
ら
、本
町
に
必
要
な
防

災
機
能
の
充
実
に
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
く
。

AA

A

AA

み ず  の  あきら 

水野晃 議員
Mizuno Akira

Q.広域防災拠点の誘致は

A.有力な候補地となり得る
Q

Q

Q

Q

Q
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4 柴 田 賢 一
●公用車の運用管理
●登下校防犯プラン

P.10

5 作 野 桂 子
●放課後児童クラブ（なかよし会）の現状と課題について
●不登校の児童生徒の居場所について

P.11

P.126 岡 島 　 剛 ●友好都市交流について

あなたの想い、議会へ

一般質問

ラインナ
ップ

　
県
議
会
９
月
定
例
会
で
、自
民

党
の
伊
藤
辰
夫
議
員
か
ら「
大
規

模
災
害
時
の
後
方
支
援
を
担
う
、

新
た
な
防
災
拠
点
の
確
保
に
つ
い

て
」の
代
表
質
問
が
あ
っ
た
。

　
大
村
秀
章
知
事
は「
災
害
時
に

県
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
て
い
く

た
め
に
は
、直
ち
に
救
出
救
助
部
隊

を
投
入
す
る
と
と
も
に
、緊
急
支

援
物
資
の
輸
送
や
応
急
復
旧
活
動

を
展
開
し
て
い
く
、新
た
な
防
災
拠

点
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
極
め

て
重
要
」と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
具
体
的
な
内
容
に
は
触
れ
ら
れ

な
か
っ
た
が
、条
件
と
し
て「
津
波

や
高
潮
な
ど
に
よ
る
防
災
リ
ス
ク

が
低
く
、空
港
や
高
速
道
路
網
に

直
結
し
、活
動
要
員
の
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
機
能
、物
資
の
備
蓄
と
中
継
・

分
配
機
能
お
よ
び
こ
れ
ら
を
制
御

す
る
本
部
機
能
を
合
わ
せ
持
ち
、

防
災
に
関
す
る
教
育
・
訓
練
施
設

と
し
て
２４
時
間
の
危
機
管
理
体
制

を
確
保
す
る
こ
と
も
重
要
」と
の

考
え
も
示
し
た
。

知
事
の
答
弁
に
対
し
て
の

町
長
の
見
解
は
。

産
業
建
設
部
長

防
災
拠
点
の
充
実
は
、非
常

に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

新
た
な
広
域
防
災
拠
点
に

つ
い
て
、町
長
は
誘
致
を
明

言
さ
れ
た
ら
い
か
が
か
。

産
業
建
設
部
長

本
町
も
有
力
な
候
補
地
に

な
り
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

誘
致
は
、招
か
れ
た
ほ
う
が

様
々
な
コ
ス
ト
を
負
担
す

る
こ
と
に
な
る
。も
ち
ろ
ん
、多
少

の
優
遇
は
あ
り
、そ
の
優
遇
を
も
っ

て
、来
て
い
た
だ
く
よ
う
誘
う
こ

と
で
あ
る
。知
事
答
弁
で
は
、具
体

的
な
構
想
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

な
い
が
、町
長
は
誘
致
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
対
応
・
対
策
を
考
え

て
い
る
の
か
。

町
長

近
年
、全
国
各
地
で
大
き
な

災
害
が
発
生
し
て
お
り
、防
災
に

対
す
る
取
り
組
み
は
、本
町
に
も

差
し
迫
っ
た
課
題
と
と
ら
え
て
い

る
。愛
知
県
の
進
め
る
新
た
な
防

災
拠
点
の
動
向
を
見
極
め
つ
つ
、

本
町
で
取
り
組
む
べ
き
防
災
機
能

の
強
化
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

広
域
防
災
拠
点
は
、県
全
体

の
防
災
拠
点
と
な
る
構
想

で
あ
る
。一
定
程
度
ま
と
ま
っ
た
面

積
が
必
要
と
な
る
。町
に
誘
致
す

る
際
、町
長
は
ど
こ
を
適
地
と
考

え
る
の
か
。

町
長

県
が
適
地
を
選
定
す
る
際

に
は
、す
で
に
建
物
が
多
く
存
在

す
る
地
域
で
は
な
く
、あ
る
程
度

広
域
な
開
発
が
可
能
な
地
域
が
選

ば
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

町
長
は
、行
政
の
ト
ッ
プ
と

し
て
、愛
知
県
と
名
古
屋
市

に
対
し
、い
つ
、豊
山
町
の
考
え
を

公
言
す
る
の
か
。

町
長

現
時
点
で
愛
知
県
は
、新
た

な
防
災
拠
点
の
具
体
的
な
内
容
を

示
し
て
い
な
い
が
、本
町
も
有
力

な
候
補
地
と
な
り
得
る
と
考
え
て

い
る
。引
き
続
き
県
の
動
向
を
見

守
り
な
が
ら
、本
町
に
必
要
な
防

災
機
能
の
充
実
に
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
く
。

AA

A

AA

み ず  の  あきら 

水野晃 議員
Mizuno Akira

Q.広域防災拠点の誘致は

A.有力な候補地となり得る
Q

Q

Q

Q

Q
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豊
山
町
の
10
年
、20
年
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
以

下
、都
市
マ
ス
）の
策
定
も
す
す
め

ら
れ
て
い
る
中
で
、町
民
説
明
会

が
各
小
学
校
区
で
開
催
さ
れ
た
。

　
都
市
マ
ス
と
、県
が
検
討
し
て

い
る
新
た
な
防
災
拠
点
と
の
整
合

性
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

都
市
マ
ス
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

産
業
建
設
部
長

3
小
学
校
区
で
の
町
民
説

明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が

終
わ
り
、最
終
案
の
調
整
に
入
っ

て
い
る
。町

長
は
総
合
計
画
基
本
構

想
案
や
都
市
マ
ス
の
地
域

懇
談
会
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
の
意
見
を
聞
い
て
、ど
ん
な
手

ご
た
え
を
感
じ
、ど
う
考
え
が
ま

と
ま
っ
た
の
か
。

町
長

多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら

幅
広
い
ご
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。

　
ま
た
、ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な

関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
し
、期
待
に
応
え
て
い
か
な
け

れ
ば
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

策
定
中
の
都
市
マ
ス
で
、示

さ
れ
て
い
る
県
道
や
国
道

の
整
備
は
、町
独
自
で
す
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長

道
路
管
理
者
で
あ
る
国
・
県

に
要
望
し
て
い
く
も
の
で
、本
町

が
独
自
で
整
備
す
る
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
は
な
い
。

町
の
軸
と
な
り
、普
段
の
生

活
に
密
着
の
深
い
町
道
の

整
備
計
画
は
、都
市
マ
ス
に
示
さ

な
く
て
い
い
の
か
。

産
業
建
設
部
長

町
道
の
維
持
・
整
備
に
つ
い

て
も
方
向
性
を
示
す
予
定
で
あ

る
。利
用
者
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、老
朽
化
し
た
道
路
や

橋
梁
な
ど
の
計
画
的
な
修
繕
・
更

新
を
行
う
と
と
も
に
、歩
道
整
備

や
せ
ま
い
道
路
の
改
善
を
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、交
通
安
全
対
策
に
も
努

め
て
い
く
。

私
は
令
和
元
年
6
月
の
一
般

質
問
で「
こ
れ
か
ら
の
豊
山

町
の
発
展
は
青
山
の
発
展
が
肝
に

な
る
」
と
発
言
し
た
。そ
し
て
、青

山
の
神
明
・
金
剛
・
高
添
・
松
張
・
六

和
地
区
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

　
今
、ま
さ
に
愛
知
県
が
検
討
し

て
い
る
新
た
な
防
災
拠
点
の
候
補

地
と
し
て
、こ
の
地
区
が
ふ
さ
わ

し
い
。特
に
神
明
・
金
剛
地
区
は
、

高
速
道
路
網
や
空
港
と
隣
接
し
て

お
り
、県
が
検
討
し
て
い
る
新
た

な
防
災
拠
点
と
、豊
山
町
が
考
え

る
公
益
公
共
施
設
な
ど
の
誘
導
を

進
め
る
地
域
と
し
て
、し
っ
か
り

と
合
致
し
て
い
る
。

AA

A AQ Q

Q

Q

Q

社
会
福
祉
法
人
西
春
日
井

福
祉
会
の
障
が
い
者
施
設

は
、北
名
古
屋
市
の
尾
張
中
部
福

祉
の
杜
し
か
な
い
。清
須
市
、北
名

古
屋
市
、豊
山
町
（
尾
張
中
部
福

祉
圏
域
）で
負
担
し
て
い
る
。圏
域

の
中
心
に
施
設
整
備
が
集
中
し
て

行
わ
れ
る
の
は
課
題
の
一
つ
と
考

え
る
が
、町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

生
活
福
祉
部
長

障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
施
設
整
備
が
必
要
で
あ
れ

ば
、整
備
す
る
適
地
な
ど
も
含
め

て
、西
春
日
井
福
祉
会
に
対
し
、働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

西
春
日
井
福
祉
会
が
２
０

２
１
年
ま
で
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
建
設
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、町
内
の
障
が
い
者
の
家
族
に

は
お
知
ら
せ
し
た
か
。

生
活
福
祉
部
長

詳
細
が
未
確
定
で
あ
る
た

め
、お
知
ら
せ
し
て
い
な
い
。詳
細

が
確
定
し
た
段
階
で
、改
め
て
お

知
ら
せ
す
る
。

建
設
予
定
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
定
員
が
10
名
、男

女
５
名
ず
つ
で
は
、受
け
入
れ
人

数
と
し
て
十
分
で
は
な
い
。二
つ

目
、三
つ
目
と
更
に
整
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

生
活
福
祉
部
長

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、清
須
市
、北
名
古
屋
市
、豊

山
町
や
西
春
日
井
福
祉
会
で
、施

設
整
備
に
向
け
調
整
を
行
っ
て
い

る
。今
後
は
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

開
設
後
、運
営
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

尾
張
中
部
福
祉
圏
域
の
障

が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
障

が
い
児
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、そ
れ
ぞ

れ
に
施
設
を
探
す
こ
と
が
で
き
る

冊
子
ま
た
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

圏
域
内
の
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
一
覧
を
作
成
し
、Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
い
る
。

　
今
後
、障
が
い
者
施
策
の
総
合

的
な
冊
子
の
作
成
を
検
討
し
て
い

く
。

様
々
な
講
演
会
や
式
典
な

ど
で
、
情
報
保
障
手
段
と

し
て
増
え
て
き
て
い
る
の
が
パ
ソ

コ
ン
要
約
筆
記
で
あ
る
。
手
書
き

で
の
要
約
筆
記
よ
り
も
多
く
の
情

報
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

町
の
式
典
や
講
演
会
で
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
の
導

入
に
つ
い
て
は
、先
進
自
治
体
の

事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

町
か
ら
国
に
対
し
て
、障
が

い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報

酬
単
価
の
引
き
上
げ
や
職
員
の
処

遇
改
善
を
要
望
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

生
活
福
祉
部
長

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制

度
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う

に
、愛
知
県
町
村
会
を
通
じ
、国
に

対
し
て
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

今
後
の
町
の
障
が
い
者
福

祉
の
推
進
に
つ
い
て
、町
長

の
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。生

活
福
祉
部
長

福
祉
、医
療
、雇
用
、教
育

な
ど
の
各
分
野
の
施
策
を
総
合
的

に
展
開
す
る
こ
と
で
、障
が
い
の

あ
る
方
が
、自
ら
適
切
に
意
思
決

定
を
行
い
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

A

AA

AA

AA Q

QQ

Q

Q

Q

Q

Q.次のグループホームの建設は

A.運営状況を踏まえ検討する
Q.防災拠点と都市マスの整合性は

A.必要に応じて改訂する つ ぼ  い  た か ひ と  

坪井孝仁 議員
Tsuboi Takahito

　
町
の
将
来
像
を
見
据
え
る
う
え

で
、県
が
検
討
し
て
い
る
新
た
な

防
災
拠
点
に
つ
い
て
、次
期
総
合

計
画
や
都
市
マ
ス
と
の
整
合
性
を

図
ら
な
く
て
い
い
の
か
。

産
業
建
設
部
長

愛
知
県
議
会
９
月
定
例
会

に
お
い
て
、知
事
が「
新
た
な
防
災

拠
点
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
さ
れ

た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、具

体
的
な
こ
と
は
明
言
さ
れ
て
い
な

い
。

　
都
市
マ
ス
を
変
更
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
大
き
な
出
来
事

が
生
じ
た
際
に
は
、必
要
に
応
じ

て
改
訂
す
る
。

A

▲策定中の将来都市構造図

や ま も と りょう す け

山本亮介 議員
Yamamoto Ryosuke
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豊
山
町
の
10
年
、20
年
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
以

下
、都
市
マ
ス
）の
策
定
も
す
す
め

ら
れ
て
い
る
中
で
、町
民
説
明
会

が
各
小
学
校
区
で
開
催
さ
れ
た
。

　
都
市
マ
ス
と
、県
が
検
討
し
て

い
る
新
た
な
防
災
拠
点
と
の
整
合

性
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

都
市
マ
ス
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。

産
業
建
設
部
長

3
小
学
校
区
で
の
町
民
説

明
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が

終
わ
り
、最
終
案
の
調
整
に
入
っ

て
い
る
。町

長
は
総
合
計
画
基
本
構

想
案
や
都
市
マ
ス
の
地
域

懇
談
会
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な

ど
の
意
見
を
聞
い
て
、ど
ん
な
手

ご
た
え
を
感
じ
、ど
う
考
え
が
ま

と
ま
っ
た
の
か
。

町
長

多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら

幅
広
い
ご
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
た
。

　
ま
た
、ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な

関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
し
、期
待
に
応
え
て
い
か
な
け

れ
ば
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

策
定
中
の
都
市
マ
ス
で
、示

さ
れ
て
い
る
県
道
や
国
道

の
整
備
は
、町
独
自
で
す
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長

道
路
管
理
者
で
あ
る
国
・
県

に
要
望
し
て
い
く
も
の
で
、本
町

が
独
自
で
整
備
す
る
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
は
な
い
。

町
の
軸
と
な
り
、普
段
の
生

活
に
密
着
の
深
い
町
道
の

整
備
計
画
は
、都
市
マ
ス
に
示
さ

な
く
て
い
い
の
か
。

産
業
建
設
部
長

町
道
の
維
持
・
整
備
に
つ
い

て
も
方
向
性
を
示
す
予
定
で
あ

る
。利
用
者
の
安
心
・
安
全
を
確
保

す
る
た
め
、老
朽
化
し
た
道
路
や

橋
梁
な
ど
の
計
画
的
な
修
繕
・
更

新
を
行
う
と
と
も
に
、歩
道
整
備

や
せ
ま
い
道
路
の
改
善
を
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

　
ま
た
、交
通
安
全
対
策
に
も
努

め
て
い
く
。

私
は
令
和
元
年
6
月
の
一
般

質
問
で「
こ
れ
か
ら
の
豊
山

町
の
発
展
は
青
山
の
発
展
が
肝
に

な
る
」
と
発
言
し
た
。そ
し
て
、青

山
の
神
明
・
金
剛
・
高
添
・
松
張
・
六

和
地
区
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

　
今
、ま
さ
に
愛
知
県
が
検
討
し

て
い
る
新
た
な
防
災
拠
点
の
候
補

地
と
し
て
、こ
の
地
区
が
ふ
さ
わ

し
い
。特
に
神
明
・
金
剛
地
区
は
、

高
速
道
路
網
や
空
港
と
隣
接
し
て

お
り
、県
が
検
討
し
て
い
る
新
た

な
防
災
拠
点
と
、豊
山
町
が
考
え

る
公
益
公
共
施
設
な
ど
の
誘
導
を

進
め
る
地
域
と
し
て
、し
っ
か
り

と
合
致
し
て
い
る
。
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Q

Q
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社
会
福
祉
法
人
西
春
日
井

福
祉
会
の
障
が
い
者
施
設

は
、北
名
古
屋
市
の
尾
張
中
部
福

祉
の
杜
し
か
な
い
。清
須
市
、北
名

古
屋
市
、豊
山
町
（
尾
張
中
部
福

祉
圏
域
）で
負
担
し
て
い
る
。圏
域

の
中
心
に
施
設
整
備
が
集
中
し
て

行
わ
れ
る
の
は
課
題
の
一
つ
と
考

え
る
が
、町
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

生
活
福
祉
部
長

障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
て
施
設
整
備
が
必
要
で
あ
れ

ば
、整
備
す
る
適
地
な
ど
も
含
め

て
、西
春
日
井
福
祉
会
に
対
し
、働

き
か
け
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

西
春
日
井
福
祉
会
が
２
０

２
１
年
ま
で
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
建
設
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、町
内
の
障
が
い
者
の
家
族
に

は
お
知
ら
せ
し
た
か
。

生
活
福
祉
部
長

詳
細
が
未
確
定
で
あ
る
た

め
、お
知
ら
せ
し
て
い
な
い
。詳
細

が
確
定
し
た
段
階
で
、改
め
て
お

知
ら
せ
す
る
。

建
設
予
定
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
定
員
が
10
名
、男

女
５
名
ず
つ
で
は
、受
け
入
れ
人

数
と
し
て
十
分
で
は
な
い
。二
つ

目
、三
つ
目
と
更
に
整
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

生
活
福
祉
部
長

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
は
、清
須
市
、北
名
古
屋
市
、豊

山
町
や
西
春
日
井
福
祉
会
で
、施

設
整
備
に
向
け
調
整
を
行
っ
て
い

る
。今
後
は
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

開
設
後
、運
営
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

尾
張
中
部
福
祉
圏
域
の
障

が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
・
障

が
い
児
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、そ
れ
ぞ

れ
に
施
設
を
探
す
こ
と
が
で
き
る

冊
子
ま
た
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

圏
域
内
の
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
一
覧
を
作
成
し
、Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し

て
い
る
。

　
今
後
、障
が
い
者
施
策
の
総
合

的
な
冊
子
の
作
成
を
検
討
し
て
い

く
。

様
々
な
講
演
会
や
式
典
な

ど
で
、
情
報
保
障
手
段
と

し
て
増
え
て
き
て
い
る
の
が
パ
ソ

コ
ン
要
約
筆
記
で
あ
る
。
手
書
き

で
の
要
約
筆
記
よ
り
も
多
く
の
情

報
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

町
の
式
典
や
講
演
会
で
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
の
導

入
に
つ
い
て
は
、先
進
自
治
体
の

事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

町
か
ら
国
に
対
し
て
、障
が

い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
報

酬
単
価
の
引
き
上
げ
や
職
員
の
処

遇
改
善
を
要
望
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

生
活
福
祉
部
長

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
制

度
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う

に
、愛
知
県
町
村
会
を
通
じ
、国
に

対
し
て
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

今
後
の
町
の
障
が
い
者
福

祉
の
推
進
に
つ
い
て
、町
長

の
意
気
込
み
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。生

活
福
祉
部
長

福
祉
、医
療
、雇
用
、教
育

な
ど
の
各
分
野
の
施
策
を
総
合
的

に
展
開
す
る
こ
と
で
、障
が
い
の

あ
る
方
が
、自
ら
適
切
に
意
思
決

定
を
行
い
、住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
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Q.次のグループホームの建設は

A.運営状況を踏まえ検討する
Q.防災拠点と都市マスの整合性は

A.必要に応じて改訂する つ ぼ  い  た か ひ と  

坪井孝仁 議員
Tsuboi Takahito

　
町
の
将
来
像
を
見
据
え
る
う
え

で
、県
が
検
討
し
て
い
る
新
た
な

防
災
拠
点
に
つ
い
て
、次
期
総
合

計
画
や
都
市
マ
ス
と
の
整
合
性
を

図
ら
な
く
て
い
い
の
か
。

産
業
建
設
部
長

愛
知
県
議
会
９
月
定
例
会

に
お
い
て
、知
事
が「
新
た
な
防
災

拠
点
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
さ
れ

た
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、具

体
的
な
こ
と
は
明
言
さ
れ
て
い
な

い
。

　
都
市
マ
ス
を
変
更
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
大
き
な
出
来
事

が
生
じ
た
際
に
は
、必
要
に
応
じ

て
改
訂
す
る
。

A

▲策定中の将来都市構造図

や ま も と りょう す け

山本亮介 議員
Yamamoto Ryosuke
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町
所
有
の
公
用
車
に
つ
い
て
、

適
正
に
管
理
、運
用
さ
れ
て
い
る

の
か
ど
う
か
。ま
た
、消
防
車
両
、

給
食
運
搬
車
な
ど
の
専
用
車
を
除

き
、稼
働
率
向
上
の
た
め
、各
部
署

で
公
用
車
を
共
用
し
て
い
る
が
、

そ
の
実
績
を
問
う
。

町
の
公
用
車
は
、使
用
年
数

の
目
安
を
何
年
と
し
て
い

る
の
か
。総

務
部
長

購
入
後
５
年
を
経
過
し
た

車
両
で
あ
っ
て
、走
行
距
離
が
10

万
キ
ロ
を
超
え
る
か
、故
障
の
頻

度
が
高
い
も
の
を
、そ
の
基
準
と

し
て
い
る
。

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
装
着
し
た
の

は
い
つ
か
。そ
れ
は
町
の
公
用
車
す

べ
て
か
。総

務
部
長

職
員
の
安
全
運
転
意
識
の

向
上
と
、交
通
事
故
発
生
時
に
お

け
る
自
己
責
任
の
明
確
化
を
図
る

た
め
、平
成
27
年
度
、公
用
車
す
べ

て
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設

置
し
て
い
る
。

平
成
30
年
度
の
共
用
車
の

稼
働
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。総

務
部
長

開
庁
日
の
使
用
日
数
に
よ

る
平
均
稼
働
率
は
、
87
・
６
％
と

な
っ
て
い
る
。

他
市
で
は
、公
用
車
の
カ
ー

リ
ー
ス
導
入
を
開
始
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
共
用
車
に

対
し
て
検
討
す
る
予
定
は
な
い

か
。

総
務
部
長

こ
れ
ま
で
情
報
収
集
に
留

ま
っ
て
い
る
。
購
入
費
や
維
持
管

理
費
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
、判

断
し
た
い
。

　
平
成
30
年
５
月
、新
潟
市
に
お

い
て
、下
校
途
中
の
７
歳
の
児
童

が
殺
害
さ
れ
た
。こ
れ
を
受
け
、政

府
は
緊
急
合
同
点
検
要
領
を
取
り

ま
と
め
た
が
、本
町
の
取
組
み
結

果
を
問
う
。

実
施
対
象(

範
囲)

は
、ど

こ
で
あ
っ
た
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

町
内
全
小
学
校
す
べ
て
の

通
学
路
を
対
象
に
実
施
し
た
。ま

た
、学
校
敷
地
外
に
あ
る
豊
山
小

学
校
と
新
栄
小
学
校
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ（
な
か
よ
し
会
）へ
の
経

路
も
行
っ
て
い
る
。

実
施
主
体(

参
加
機
関)

は
、

ど
れ
だ
け
あ
っ
た
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

愛
知
県
尾
張
建
設
事
務
所
、

西
枇
杷
島
警
察
署
、全
小
中
学
校

の
学
校
代
表
者
、町
産
業
建
設
部

建
設
課
、
町
総
務
部
防
災
安
全

課
、町
教
育
委
員
会
事
務
局
の
職

員
が
参
加
し
て
い
る
。

実
施
内
容(

実
施
結
果)

は
、ど
う
だ
っ
た
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

全
小
学
校
区
を
あ
わ
せ
て

３
件
の
危
険
箇
所
が
あ
っ
た
。
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厚
労
省
の
発
表
に
よ
る
と
、全

国
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
な
か

よ
し
会
）で
過
ご
す
時
間
は
、小
学

校
低
学
年
の
長
い
子
で
、年
間
約
１

６
０
０
時
間
で
あ
る
。学
校
で
過
ご

す
時
間
よ
り
約
４
０
０
時
間
も
長

い
。

　
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指

針
」で
規
定
さ
れ
て
い
る
面
積
は
、

児
童
１
人
に
つ
き
お
お
む
ね
１・
65

㎡
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、保
育
所
の
基
準
は
１・
98

㎡
で
あ
る
。豊
山
な
か
よ
し
会
の
面

積
は
、規
定
の
範
囲
内
で
あ
る
が
、

小
学
生
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

所
と
し
て
、ふ
さ
わ
し
い
と
は
言
え

な
い
。そ
こ
で
質
問
す
る
。

新
栄
な
か
よ
し
会
と
児
童

館
事
業
は
、一
体
化
し
て
実

施
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

し
、外
遊
び
が
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
た
め
、ま
た
、な
か
よ
し
会
と

児
童
館
の
指
導
員
バ
ラ
ン
ス
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、豊
山
な
か

よ
し
会
と
児
童
館
事
業
も
一
体
化

し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長

今
後
、一
体
化
し
た
運
営
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

特
に
、夏
休
み
の
豊
山
な
か

よ
し
会
に
は
、切
実
な
問
題

が
あ
る
。子
ど
も
た
ち
が
毎
日
５

時
間
ほ
ど
決
め
ら
れ
た
場
所
で
過

ご
し
て
お
り
、小
競
り
合
い
が
絶

え
な
い
状
態
で
あ
る
。来
年
の
夏

休
み
ま
で
に
、早
急
な
見
直
し
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

施
設
の
現
状
は
、十
分
理
解

し
て
い
る
。一
体
化
し
た
運
営
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
多
く
の
不
登
校
の
子
ど
も
は

様
々
な
理
由
で
苦
し
み
、学
校
へ

行
け
な
い
自
分
を
責
め
、自
分
の

家
以
外
に
居
場
所
が
な
い
こ
と

で
、さ
ら
に
苦
し
ん
で
い
る
。

　
国
に
お
い
て
は
「
就
学
年
齢
の

子
ど
も
は
学
校
に
行
っ
て
学
ぶ
」

と
い
う
こ
と
を
定
め
た
「
学
校
教

育
法
」に
対
し
、平
成
28
年
12
月
、

初
め
て
そ
れ
を
補
完
す
る
よ
う
な

「
教
育
機
会
確
保
法
」
が
制
定
さ

れ
た
。不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
に
つ
い
て
、豊
山
町
は
ど

う
い
う
形
で
向
き
合
え
る
の
か
。

教
育
機
会
確
保
法
の
基
本

理
念
「
全
て
の
児
童
生
徒

が
豊
か
な
学
校
生
活
を
送
り
、安

心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、学
校
に
お
け
る
環
境
の
確
保

が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」
を
実
現
す
る
具
体
案
は
何

か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

個
に
応
じ
た
指
導
を
一
層
充

実
す
る
。
関
係
機
関
が
連
携
し
、

不
登
校
な
ど
に
早
期
か
ら
支
援
で

き
る
教
育
相
談
体
制
を
充
実
す

る
。

「
適
応
指
導
教
室
し
い
の

木
」
の
Ｈ
Ｐ
に
、教
室
の
内

容
や
電
話
相
談
が
で
き
る
こ
と
や

近
隣
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
記
載
す

る
な
ど
の
充
実
を
求
め
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

活
動
内
容
や
保
護
者
へ
の

案
内
を
充
実
さ
せ
、気
軽
に
相
談

し
よ
う
と
思
え
る
H
Ｐ
を
検
討
し

て
い
く
。
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A Q A Q

Q

Q A Q

Q

Q.豊山なかよし会と児童館を一体に

A.一体化に向け検討していく
Q.公用車使用年数の目安は
A.５年、10万キロ超

Q.
緊
急
合
同
点
検
の
結
果
は

A.
危
険
箇
所
は
３
件

Q.
「
教
育
機
会
確
保
法
」

理
念
の
実
現
は

A.
個
に
応
じ
た
指
導
を

一
層
充
実
す
る

▲通学路の緊急合同点検

▲公用車設置のドライブレコーダー

さ く  の  け い  こ

作野桂子 議員
Sakuno Keiko

▲豊山なかよし会でも外遊びを

し ば  た  け ん い ち  

柴田賢一 議員
Shibata Kenichi
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町
所
有
の
公
用
車
に
つ
い
て
、

適
正
に
管
理
、運
用
さ
れ
て
い
る

の
か
ど
う
か
。ま
た
、消
防
車
両
、

給
食
運
搬
車
な
ど
の
専
用
車
を
除

き
、稼
働
率
向
上
の
た
め
、各
部
署

で
公
用
車
を
共
用
し
て
い
る
が
、

そ
の
実
績
を
問
う
。

町
の
公
用
車
は
、使
用
年
数

の
目
安
を
何
年
と
し
て
い

る
の
か
。総

務
部
長

購
入
後
５
年
を
経
過
し
た

車
両
で
あ
っ
て
、走
行
距
離
が
10

万
キ
ロ
を
超
え
る
か
、故
障
の
頻

度
が
高
い
も
の
を
、そ
の
基
準
と

し
て
い
る
。

公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
装
着
し
た
の

は
い
つ
か
。そ
れ
は
町
の
公
用
車
す

べ
て
か
。総

務
部
長

職
員
の
安
全
運
転
意
識
の

向
上
と
、交
通
事
故
発
生
時
に
お

け
る
自
己
責
任
の
明
確
化
を
図
る

た
め
、平
成
27
年
度
、公
用
車
す
べ

て
に
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
設

置
し
て
い
る
。

平
成
30
年
度
の
共
用
車
の

稼
働
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。総

務
部
長

開
庁
日
の
使
用
日
数
に
よ

る
平
均
稼
働
率
は
、
87
・
６
％
と

な
っ
て
い
る
。

他
市
で
は
、公
用
車
の
カ
ー

リ
ー
ス
導
入
を
開
始
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
共
用
車
に

対
し
て
検
討
す
る
予
定
は
な
い

か
。

総
務
部
長

こ
れ
ま
で
情
報
収
集
に
留

ま
っ
て
い
る
。
購
入
費
や
維
持
管

理
費
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
、判

断
し
た
い
。

　
平
成
30
年
５
月
、新
潟
市
に
お

い
て
、下
校
途
中
の
７
歳
の
児
童

が
殺
害
さ
れ
た
。こ
れ
を
受
け
、政

府
は
緊
急
合
同
点
検
要
領
を
取
り

ま
と
め
た
が
、本
町
の
取
組
み
結

果
を
問
う
。

実
施
対
象(

範
囲)

は
、ど

こ
で
あ
っ
た
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

町
内
全
小
学
校
す
べ
て
の

通
学
路
を
対
象
に
実
施
し
た
。ま

た
、学
校
敷
地
外
に
あ
る
豊
山
小

学
校
と
新
栄
小
学
校
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ（
な
か
よ
し
会
）へ
の
経

路
も
行
っ
て
い
る
。

実
施
主
体(

参
加
機
関)

は
、

ど
れ
だ
け
あ
っ
た
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

愛
知
県
尾
張
建
設
事
務
所
、

西
枇
杷
島
警
察
署
、全
小
中
学
校

の
学
校
代
表
者
、町
産
業
建
設
部

建
設
課
、
町
総
務
部
防
災
安
全

課
、町
教
育
委
員
会
事
務
局
の
職

員
が
参
加
し
て
い
る
。

実
施
内
容(

実
施
結
果)

は
、ど
う
だ
っ
た
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

全
小
学
校
区
を
あ
わ
せ
て

３
件
の
危
険
箇
所
が
あ
っ
た
。

A

A

A

A A QQ

Q A Q

Q

　
厚
労
省
の
発
表
に
よ
る
と
、全

国
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ（
な
か

よ
し
会
）で
過
ご
す
時
間
は
、小
学

校
低
学
年
の
長
い
子
で
、年
間
約
１

６
０
０
時
間
で
あ
る
。学
校
で
過
ご

す
時
間
よ
り
約
４
０
０
時
間
も
長

い
。

　
「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
指

針
」で
規
定
さ
れ
て
い
る
面
積
は
、

児
童
１
人
に
つ
き
お
お
む
ね
１・
65

㎡
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、保
育
所
の
基
準
は
１・
98

㎡
で
あ
る
。豊
山
な
か
よ
し
会
の
面

積
は
、規
定
の
範
囲
内
で
あ
る
が
、

小
学
生
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

所
と
し
て
、ふ
さ
わ
し
い
と
は
言
え

な
い
。そ
こ
で
質
問
す
る
。

新
栄
な
か
よ
し
会
と
児
童

館
事
業
は
、一
体
化
し
て
実

施
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご

し
、外
遊
び
が
で
き
る
環
境
を
つ

く
る
た
め
、ま
た
、な
か
よ
し
会
と

児
童
館
の
指
導
員
バ
ラ
ン
ス
の
問

題
を
解
決
す
る
た
め
、豊
山
な
か

よ
し
会
と
児
童
館
事
業
も
一
体
化

し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

生
活
福
祉
部
長

今
後
、一
体
化
し
た
運
営
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

特
に
、夏
休
み
の
豊
山
な
か

よ
し
会
に
は
、切
実
な
問
題

が
あ
る
。子
ど
も
た
ち
が
毎
日
５

時
間
ほ
ど
決
め
ら
れ
た
場
所
で
過

ご
し
て
お
り
、小
競
り
合
い
が
絶

え
な
い
状
態
で
あ
る
。来
年
の
夏

休
み
ま
で
に
、早
急
な
見
直
し
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

生
活
福
祉
部
長

施
設
の
現
状
は
、十
分
理
解

し
て
い
る
。一
体
化
し
た
運
営
に
向

け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
多
く
の
不
登
校
の
子
ど
も
は

様
々
な
理
由
で
苦
し
み
、学
校
へ

行
け
な
い
自
分
を
責
め
、自
分
の

家
以
外
に
居
場
所
が
な
い
こ
と

で
、さ
ら
に
苦
し
ん
で
い
る
。

　
国
に
お
い
て
は
「
就
学
年
齢
の

子
ど
も
は
学
校
に
行
っ
て
学
ぶ
」

と
い
う
こ
と
を
定
め
た
「
学
校
教

育
法
」に
対
し
、平
成
28
年
12
月
、

初
め
て
そ
れ
を
補
完
す
る
よ
う
な

「
教
育
機
会
確
保
法
」
が
制
定
さ

れ
た
。不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
に
つ
い
て
、豊
山
町
は
ど

う
い
う
形
で
向
き
合
え
る
の
か
。

教
育
機
会
確
保
法
の
基
本

理
念
「
全
て
の
児
童
生
徒

が
豊
か
な
学
校
生
活
を
送
り
、安

心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、学
校
に
お
け
る
環
境
の
確
保

が
は
か
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」
を
実
現
す
る
具
体
案
は
何

か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

個
に
応
じ
た
指
導
を
一
層
充

実
す
る
。
関
係
機
関
が
連
携
し
、

不
登
校
な
ど
に
早
期
か
ら
支
援
で

き
る
教
育
相
談
体
制
を
充
実
す

る
。

「
適
応
指
導
教
室
し
い
の

木
」
の
Ｈ
Ｐ
に
、教
室
の
内

容
や
電
話
相
談
が
で
き
る
こ
と
や

近
隣
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
記
載
す

る
な
ど
の
充
実
を
求
め
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

活
動
内
容
や
保
護
者
へ
の

案
内
を
充
実
さ
せ
、気
軽
に
相
談

し
よ
う
と
思
え
る
H
Ｐ
を
検
討
し

て
い
く
。

AA

A Q A Q

Q

Q A Q

Q

Q.豊山なかよし会と児童館を一体に

A.一体化に向け検討していく
Q.公用車使用年数の目安は
A.５年、10万キロ超

Q.
緊
急
合
同
点
検
の
結
果
は

A.
危
険
箇
所
は
３
件

Q.
「
教
育
機
会
確
保
法
」

理
念
の
実
現
は

A.
個
に
応
じ
た
指
導
を

一
層
充
実
す
る

▲通学路の緊急合同点検

▲公用車設置のドライブレコーダー

さ く  の  け い  こ

作野桂子 議員
Sakuno Keiko

▲豊山なかよし会でも外遊びを

し ば  た  け ん い ち  

柴田賢一 議員
Shibata Kenichi
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令
和
元
年
9
月
27
日
か
ら
10
月

4
日
ま
で
、米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州

グ
ラ
ン
ト
郡
や
シ
ア
ト
ル
な
ど

を
、服
部
町
長
を
は
じ
め
６
名
で

視
察
し
た
。

　
ま
た
、11
月
14
日
に
北
海
道
久

遠
郡
せ
た
な
町
と
友
好
交
流
都
市

協
定
の
締
結
を
行
っ
た
。

グ
ラ
ン
ト
郡
の
視
察
を
さ

れ
た
町
長
の
感
想
は
。

町
長

渡
航
の
目
的
は
、先
方
か
ら

昨
年
２
回
提
案
い
た
だ
い
た
「
姉

妹
提
携
」
と「
中
学
生
の
交
流
」に

つ
い
て
ト
ッ
プ
会
談
を
行
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
中
学
生
の
訪
問
の
際
、ス
ペ
ー

ス
ジ
ェ
ッ
ト
の
関
連
施
設
、シ
ア
ト

ル
の
航
空
博
物
館
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
オ
ブ
・
フ
ラ
イ
ト
」
や
エ
ベ
レ
ッ

ト
の｢

ボ
ー
イ
ン
グ
の
世
界
最
大

級
の
航
空
機
製
造
工
場｣

に
、本
町

事
業
の
協
力
を
申
し
入
れ
、快
諾

を
い
た
だ
い
た
。

　
グ
ラ
ン
ト
郡
と
は
令
和
元
年
12

月
16
日
に
姉
妹
提
携
の
「
覚
書
」

締
結
を
行
う
。

こ
の
姉
妹
提
携
に
よ
り
、ど

の
よ
う
な
交
流
事
業
を
行

う
の
か
。総

務
部
長

ワ
シ
ン
ト
ン
州
グ
ラ
ン
ト
郡

と
姉
妹
提
携
し
、学
生
交
流
事
業

を
行
う
。夏
休
み
期
間
中
に
、本
町

と
グ
ラ
ン
ト
郡
、そ
れ
ぞ
れ
の
学

生
の
受
け
入
れ
と
送
り
出
し
を
行

う
予
定
で
、双
方
に
と
っ
て
、次
世

代
を
担
う
人
材
の
貴
重
な
教
育
、

育
成
の
機
会
に
役
立
て
て
い
く
。

豊
山
町
商
工
会
を
絡
め
た

産
業
の
ほ
か
、ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
の
交
流
も
行
っ
て
み
て
は
ど

う
か
。総

務
部
長

ま
ず
は
、学
生
の
交
流
事
業

を
し
っ
か
り
進
め
、産
業
、ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
の
交
流
の
機
運
が
町
民

レ
ベ
ル
に
発
展
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

明
治
28
年
に
豊
山
町
出
身

者
が
集
団
入
植
し
形
成
さ

れ
た
愛
知
自
治
会
が
存
続
し
て
い

る
、せ
た
な
町
と
は
、ど
の
よ
う
な

交
流
事
業
を
行
う
の
か
。

総
務
部
長

本
町
と
せ
た
な
町
、双
方

に
と
っ
て
有
益
で
あ
り
、お
互
い
の

強
み
を
活
か
し
た
、末
永
い
友
好

交
流
と
な
る
よ
う
、具
体
的
な
内

容
は
協
議
を
行
う
。

県
営
名
古
屋
空
港
か
ら
の

就
航
先
と
の
友
好
交
流
都

市
の
締
結
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

東
根
市
と
は
、
さ
く
ら
ん

ぼ
の
種
飛
ば
し
大
会
の
開
催
か

ら
、交
流
へ
発
展
し
た
。

　
県
営
名
古
屋
空
港
の
就
航
先
と

の
交
流
は
、空
港
の
利
用
促
進
の

面
か
ら
も
有
意
義
で
あ
る
が
、人

や
文
化
の
交
流
の
結
果
、友
好
都

市
の
締
結
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば

と
考
え
る
。

A A

A

A

A Q

Q

Q

Q

Q

他
市
町
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
運
行
に

つ
い
て
、平
成
30
年
12
月
議
会
で

一
般
質
問
を
し
た
。答
弁
後
の
進
展

と
現
況
は
、ど
の
様
に
な
っ
て
い
る

か
。ま
た
、小
牧
市
と
は
ど
の
様
な

考
え
方
を
持
っ
て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長

北
名
古
屋
市
、
小
牧
市
と

は
、担
当
者
レ
ベ
ル
で
話
し
合
い
を

進
め
て
い
る
。
タ
ウ
ン
バ
ス
と
両

市
が
運
行
す
る
巡
回
バ
ス
が
ど
こ

で
接
続
す
れ
ば
、双
方
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
が
見
い
出
せ
る
か
を
検
討

し
て
い
る
。ま
た
、現
在
策
定
中
の

第
２
次
豊
山
町
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
に
お
い
て
も
、タ
ウ
ン

バ
ス
と
近
隣
市
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
の
接
続
を
検
討
す
る
と
し

て
お
り
、引
き
続
き
、両
市
と
の
協

議
を
継
続
し
て
い
く
。

　
豊
山
中
学
校
が
建
設
さ
れ
て
か

ら
半
世
紀
以
上
経
過
し
て
い
る
。

ま
た
、体
育
館
も
平
成
７
年
に
建

て
替
え
ら
れ
、屋
上
に
テ
ニ
ス
場

と
プ
ー
ル
を
持
つ
、中
学
校
施
設

と
し
て
は
全
国
で
例
を
見
な
い
豊

山
町
の
誇
り
の
施
設
で
あ
る
。

本
校
舎
南
側
玄
関
よ
り
西

側
廊
下
に
多
く
の
ひ
び
割

れ
が
あ
る
が
、建
物
の
安
全
面
は

ど
う
か
。
現
在
４
３
３
名
の
生
徒

が
学
ん
で
い
る
所
で
の
安
心
、安

全
の
担
保
を
ど
の
様
に
捉
え
て
い

る
か
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

豊
山
中
学
校
の
廊
下
の
ク

ラ
ッ
ク
は
、経
年
劣
化
や
寒
暖
の

変
化
で
膨
張
収
縮
に
よ
り
生
じ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。校
舎
西
棟
は
、

昭
和
４７
年
と
昭
和
51
年
の
２
期
に

分
け
て
増
築
さ
れ
て
お
り
、耐
震

補
強
工
事
を
平
成
１８
年
に
実
施
し

た
。
平
成
30
年
度
に
、学
校
施
設

改
築
・
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務

に
お
い
て
校
舎
の
現
地
調
査
を
行

い
、そ
の
際
、床
の
ひ
び
割
れ
は
認

め
ら
れ
た
が
、構
造
上
の
異
常
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
安

全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
確
保
す

る
上
で
損
傷
が
著
し
い
箇
所
に
つ

い
て
は
、修
繕
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

プ
ー
ル
の
可
動
式
屋
根
は

い
つ
頃
か
ら
可
動
し
な
く

な
っ
た
か
。
辛
く
も
片
面
の
み
可

動
で
は
意
味
が
な
い
。
毎
年
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
行
っ
て
い
る
か
。以
前

の
様
に
復
旧
で
き
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

中
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
平

成
6
年
度
末
に
竣
工
し
、南
北
に

屋
根
が
開
閉
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、プ
ー
ル
開

閉
装
置
の
南
側
部
分
に
不
具
合
が

発
生
、可
動
不
能
と
な
っ
た
。そ
れ

ま
で
の
開
閉
装
置
維
持
管
理
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
と

思
わ
れ
る
。

　
本
件
に
つ
い
て
は
、今
後
の
学

校
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
中
で
の

検
討
課
題
と
考
え
、そ
の
中
で
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。
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Q.他市町とのジョイント運行は

A.協議を継続していく
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令
和
元
年
9
月
27
日
か
ら
10
月

4
日
ま
で
、米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州

グ
ラ
ン
ト
郡
や
シ
ア
ト
ル
な
ど

を
、服
部
町
長
を
は
じ
め
６
名
で

視
察
し
た
。

　
ま
た
、11
月
14
日
に
北
海
道
久

遠
郡
せ
た
な
町
と
友
好
交
流
都
市

協
定
の
締
結
を
行
っ
た
。

グ
ラ
ン
ト
郡
の
視
察
を
さ

れ
た
町
長
の
感
想
は
。

町
長

渡
航
の
目
的
は
、先
方
か
ら

昨
年
２
回
提
案
い
た
だ
い
た
「
姉

妹
提
携
」
と「
中
学
生
の
交
流
」に

つ
い
て
ト
ッ
プ
会
談
を
行
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

　
中
学
生
の
訪
問
の
際
、ス
ペ
ー

ス
ジ
ェ
ッ
ト
の
関
連
施
設
、シ
ア
ト

ル
の
航
空
博
物
館
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
オ
ブ
・
フ
ラ
イ
ト
」
や
エ
ベ
レ
ッ

ト
の｢

ボ
ー
イ
ン
グ
の
世
界
最
大

級
の
航
空
機
製
造
工
場｣

に
、本
町

事
業
の
協
力
を
申
し
入
れ
、快
諾

を
い
た
だ
い
た
。

　
グ
ラ
ン
ト
郡
と
は
令
和
元
年
12

月
16
日
に
姉
妹
提
携
の
「
覚
書
」

締
結
を
行
う
。

こ
の
姉
妹
提
携
に
よ
り
、ど

の
よ
う
な
交
流
事
業
を
行

う
の
か
。総

務
部
長

ワ
シ
ン
ト
ン
州
グ
ラ
ン
ト
郡

と
姉
妹
提
携
し
、学
生
交
流
事
業

を
行
う
。夏
休
み
期
間
中
に
、本
町

と
グ
ラ
ン
ト
郡
、そ
れ
ぞ
れ
の
学

生
の
受
け
入
れ
と
送
り
出
し
を
行

う
予
定
で
、双
方
に
と
っ
て
、次
世

代
を
担
う
人
材
の
貴
重
な
教
育
、

育
成
の
機
会
に
役
立
て
て
い
く
。

豊
山
町
商
工
会
を
絡
め
た

産
業
の
ほ
か
、ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
の
交
流
も
行
っ
て
み
て
は
ど

う
か
。総

務
部
長

ま
ず
は
、学
生
の
交
流
事
業

を
し
っ
か
り
進
め
、産
業
、ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
の
交
流
の
機
運
が
町
民

レ
ベ
ル
に
発
展
で
き
る
よ
う
努
め

る
。

明
治
28
年
に
豊
山
町
出
身

者
が
集
団
入
植
し
形
成
さ

れ
た
愛
知
自
治
会
が
存
続
し
て
い

る
、せ
た
な
町
と
は
、ど
の
よ
う
な

交
流
事
業
を
行
う
の
か
。

総
務
部
長

本
町
と
せ
た
な
町
、双
方

に
と
っ
て
有
益
で
あ
り
、お
互
い
の

強
み
を
活
か
し
た
、末
永
い
友
好

交
流
と
な
る
よ
う
、具
体
的
な
内

容
は
協
議
を
行
う
。

県
営
名
古
屋
空
港
か
ら
の

就
航
先
と
の
友
好
交
流
都

市
の
締
結
は
ど
う
か
。

総
務
部
長

東
根
市
と
は
、
さ
く
ら
ん

ぼ
の
種
飛
ば
し
大
会
の
開
催
か

ら
、交
流
へ
発
展
し
た
。

　
県
営
名
古
屋
空
港
の
就
航
先
と

の
交
流
は
、空
港
の
利
用
促
進
の

面
か
ら
も
有
意
義
で
あ
る
が
、人

や
文
化
の
交
流
の
結
果
、友
好
都

市
の
締
結
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば

と
考
え
る
。

A A

A

A

A Q

Q

Q

Q

Q

他
市
町
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
運
行
に

つ
い
て
、平
成
30
年
12
月
議
会
で

一
般
質
問
を
し
た
。答
弁
後
の
進
展

と
現
況
は
、ど
の
様
に
な
っ
て
い
る

か
。ま
た
、小
牧
市
と
は
ど
の
様
な

考
え
方
を
持
っ
て
い
る
か
。

産
業
建
設
部
長

北
名
古
屋
市
、
小
牧
市
と

は
、担
当
者
レ
ベ
ル
で
話
し
合
い
を

進
め
て
い
る
。
タ
ウ
ン
バ
ス
と
両

市
が
運
行
す
る
巡
回
バ
ス
が
ど
こ

で
接
続
す
れ
ば
、双
方
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
が
見
い
出
せ
る
か
を
検
討

し
て
い
る
。ま
た
、現
在
策
定
中
の

第
２
次
豊
山
町
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
に
お
い
て
も
、タ
ウ
ン

バ
ス
と
近
隣
市
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
と
の
接
続
を
検
討
す
る
と
し

て
お
り
、引
き
続
き
、両
市
と
の
協

議
を
継
続
し
て
い
く
。

　
豊
山
中
学
校
が
建
設
さ
れ
て
か

ら
半
世
紀
以
上
経
過
し
て
い
る
。

ま
た
、体
育
館
も
平
成
７
年
に
建

て
替
え
ら
れ
、屋
上
に
テ
ニ
ス
場

と
プ
ー
ル
を
持
つ
、中
学
校
施
設

と
し
て
は
全
国
で
例
を
見
な
い
豊

山
町
の
誇
り
の
施
設
で
あ
る
。

本
校
舎
南
側
玄
関
よ
り
西

側
廊
下
に
多
く
の
ひ
び
割

れ
が
あ
る
が
、建
物
の
安
全
面
は

ど
う
か
。
現
在
４
３
３
名
の
生
徒

が
学
ん
で
い
る
所
で
の
安
心
、安

全
の
担
保
を
ど
の
様
に
捉
え
て
い

る
か
。教

育
委
員
会
事
務
局
長

豊
山
中
学
校
の
廊
下
の
ク

ラ
ッ
ク
は
、経
年
劣
化
や
寒
暖
の

変
化
で
膨
張
収
縮
に
よ
り
生
じ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。校
舎
西
棟
は
、

昭
和
４７
年
と
昭
和
51
年
の
２
期
に

分
け
て
増
築
さ
れ
て
お
り
、耐
震

補
強
工
事
を
平
成
１８
年
に
実
施
し

た
。
平
成
30
年
度
に
、学
校
施
設

改
築
・
長
寿
命
化
計
画
策
定
業
務

に
お
い
て
校
舎
の
現
地
調
査
を
行

い
、そ
の
際
、床
の
ひ
び
割
れ
は
認

め
ら
れ
た
が
、構
造
上
の
異
常
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
安

全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
確
保
す

る
上
で
損
傷
が
著
し
い
箇
所
に
つ

い
て
は
、修
繕
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

プ
ー
ル
の
可
動
式
屋
根
は

い
つ
頃
か
ら
可
動
し
な
く

な
っ
た
か
。
辛
く
も
片
面
の
み
可

動
で
は
意
味
が
な
い
。
毎
年
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
行
っ
て
い
る
か
。以
前

の
様
に
復
旧
で
き
な
い
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

中
学
校
の
プ
ー
ル
は
、
平

成
6
年
度
末
に
竣
工
し
、南
北
に

屋
根
が
開
閉
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
10
年
ほ
ど
前
か
ら
、プ
ー
ル
開

閉
装
置
の
南
側
部
分
に
不
具
合
が

発
生
、可
動
不
能
と
な
っ
た
。そ
れ

ま
で
の
開
閉
装
置
維
持
管
理
が
十

分
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
と

思
わ
れ
る
。

　
本
件
に
つ
い
て
は
、今
後
の
学

校
施
設
長
寿
命
化
計
画
の
中
で
の

検
討
課
題
と
考
え
、そ
の
中
で
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

A

A

Q.他市町とのジョイント運行は

A.協議を継続していく
Q.グラント郡との交流事業は

A.学生交流を行う予定
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Q

Q

▲これからの国際交流に期待▲プールの可動式屋根の復旧は
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平
成
２９
年
度
９
月
定
例
会
で
平

成
３１
年
度
中
に
空
き
家
等
対
策
計

画
の
策
定
を
目
指
す
と
の
答
弁
を

頂
い
た
。計
画
や
、空
き
家
問
題
に

つ
い
て
聞
く
。

計
画
策
定
を
進
め
て
い
る

中
で
、現
時
点
ま
で
に
ど
の

様
な
こ
と
を
実
施
し
た
か
。

産
業
建
設
部
長

８
月
に
、空
き
家
と
思
わ
れ

る
家
屋
の
土
地
所
有
の
方
に
対

し
、住
宅
に
関
す
る
状
況
確
認
や

今
後
の
活
用
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
、現
時
点
で
の
対
策
計
画

は
ど
の
様
な
状
況
に
あ
る
か
。

産
業
建
設
部
長

調
査
結
果
を
も
と
に
、計
画

の
素
案
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て

い
る
。今

後
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を

行
う
考
え
か
。

産
業
建
設
部
長

対
策
計
画
の
素
案
を
ま
と

め
、来
年
２
月
頃
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
、広
く
町
民
の

皆
様
の
意
見
を
う
か
が
い
、具
体

案
に
し
て
い
く
。

今
後
、空
き
家
を
増
や
さ
な

い
よ
う
に
計
画
書
に
反
映

さ
れ
る
と
思
う
。そ
れ
ら
の
内
容

は
何
か
。産

業
建
設
部
長

空
き
家
を
増
や
さ
な
い
取

り
組
み
と
し
て
、ま
ず
は
所
有
者

へ
の
意
識
啓
発
に
努
め
、関
係
団

体
と
協
力
し
て
進
め
て
い
き
た

い
。具
体
的
な
内
容
は
、パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
実
施
の
際
に
示
す
。

　
れ
い
わ
新
選
組
の
舩
後
議
員

は
、公
約
で「
困
難
を
持
つ
人
々
が

尊
厳
と
楽
し
み
を
持
っ
て
生
き
て

い
け
る
社
会
に
し
た
い
」
と
話
さ

れ
た
。私
は
誰
も
が
、同
じ
よ
う
に

楽
し
み
を
持
っ
て
生
き
て
い
け
る

社
会
に
し
て
い
く
こ
と
は
大
切
で

あ
る
と
常
々
思
っ
て
い
る
。そ
こ
で

障
が
い
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
聞
く
。障

が
い
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

を
拡
大
し
て
い
く
考
え
は
。

生
活
福
祉
部
長

本
町
が
実
施
し
て
い
な
い

施
策
が
あ
れ
ば
、検
討
し
て
い
く
。

他
市
町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

な
ど
の
調
査
は
し
た
か
。

生
活
福
祉
部
長

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
調
査
は

必
要
に
応
じ
て
行
っ
て
い
る
。

私
は
、
携
帯
電
話
会
社
の

サ
ー
ビ
ス
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
知
っ
て
も
ら
う
必
要
性

を
強
く
感
じ
る
。
楽
し
み
を
持
っ

て
生
き
て
い
け
る
社
会
に
す
る
た

め
、取
り
入
れ
て
は
。

生
活
福
祉
部
長

窓
口
へ
相
談
に
み
え
た
方

に
「
障
が
い
福
祉
制
度
の
ご
案

内
」で
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
く
。

A AA

A

A

A QQ

Q

QA Q

QQ

お か じ ま ま さ の ぶ

岡島政信 議員
Okajima Masanobu

Q.空き家等対策計画は

A.素案の取りまとめを行っている
　
指
摘
を
受
け
お
尋
ね
す
る
。難

し
い
問
題
で
あ
る
。

　
乳
児
・
低
年
齢
児
は
、言
葉
も
喋

れ
ず
、ま
た
十
分
で
は
な
く
、い
さ

か
い・
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。

　
そ
の
う
え
集
団
生
活
と
免
疫
力

の
問
題
も
あ
り
、病
気
に
も
か
か

り
や
す
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、自
我
が
芽
生

え
人
格
の
下
地
が
形
成
さ
れ
る
重

要
な
時
期
で
も
あ
る
。

　
日
々
時
々
、き
め
細
や
か
な
配

慮
と
体
力
が
求
め
ら
れ
る
現
場
で

あ
り
、ゆ
え
に
保
育
士
不
足
は
全

国
的
に
常
態
化
し
て
い
る
と
聞

く
。

　
係
る
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、さ

ら
に
保
護
者
よ
り
個
別
に
求
め
ら

れ
る
も
ろ
も
ろ
の
要
望
が
あ
る
。

こ
れ
も
そ
の
う
ち
の
一
事
案
で
あ

る
。

町
立
保
育
園
で
は
、医
師
よ

り
朝
・
昼
・
晩
の
食
後
、一
日

３
度
の
服
用
を
指
示
さ
れ
て
い
る

園
児
の
場
合
、昼
服
用
分
は
ど
の

よ
う
に
対
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し
て
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る
か
。
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福
祉
部
長

現
在
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育
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で
は
、園
児
に
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方
さ
れ
た
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を
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る
こ
と

は
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て
い
な
い
。

名
古
屋
市
ほ
か
、実
施
し
て

い
る
自
治
体
も
数
あ
る
。柔

軟
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

生
活
福
祉
部
長

薬
の
服
用
に
つ
い
て
は
、人

体
に
影
響
が
生
じ
る
も
の
で
あ

り
、誤
っ
た
取
扱
い
に
よ
る
事
故
を

防
止
す
る
た
め
、実
施
し
て
い
な

い
。

　
今
後
は
、保
育
士
が
薬
を
飲
ま

せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、医
師
の
見
解

を
聞
き
な
が
ら
、検
討
し
て
い
く
。

関
連
・
背
景
と
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お
尋
ね

す
る
が
、保
育
士
の
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は

絶
対
で
あ
る
。保
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士
は
資
格
職

で
あ
る
。休
眠
保
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士
が
起
き
上

が
り
駆
け
寄
る
く
ら
い
の
大
胆
な

る
、政
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行
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的
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の
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か
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の
指
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や
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自
治
体
に
、
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ら
気
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ね
す
る
こ
と
な
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、
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先
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打
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出
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い
た
だ
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た
い
。

　
同
時
に
①
現
場
の
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み
と
対
策

②
子
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て
支
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を
、機
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ご

と
に
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点
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と
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に
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、他
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に
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本
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独
自
の
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が
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ば
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が
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に
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で
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て
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和
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度
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は
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の
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金
を
増
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の
改
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を

行
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る
。

　
ま
た
保
育
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の
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格
を
取
得
す
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こ
と
が
で
き
る
学
校
を
訪
問

し
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の
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育
士
募
集
を
Ｐ
Ｒ

す
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と
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も
に
、就
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明
会
で

ブ
ー
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を
出
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し
、正
規
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の

保
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の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
他
の
市
町
に
は
な
い
、本
町
独

自
の
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に
つ
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て
は
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資
格
取
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用
の
補
助
を
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９
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施
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踏
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取
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ブ
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。
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サ
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感
じ
る
。
楽
し
み
を
持
っ

て
生
き
て
い
け
る
社
会
に
す
る
た

め
、取
り
入
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。
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広報編集委員
議員はお祭りへの寄付

や町内会の催しものへ差し
入れすることを禁止されて
います。
有権者が求めてもいけま

せん。
ご理解をお願いします。

議会の傍聴に来てください
次回定例会の予定

委 員 長　山本 亮介

副委員長　作野 桂子

委　　員　坪井 孝仁
　　　　　柴田 賢一
　　　　　岡島　 剛

　
広
報
編
集
委
員
に
な
っ
て
３
回
目
の
議

会
だ
よ
り
に
な
り
ま
す
。広
報
の
作
成
を

し
て
い
て
、思
い
出
し
た
言
葉
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は「
一
日
一
生
」。小
学
校
三
年
生

の
と
き
の
担
任
の
先
生
の
教
え
で
す
。そ

の
日
、一
日
を
一
生
懸
命
生
き
る
こ
と
。

　
議
会
だ
よ
り
に
対
し
、毎
回
、編
集

委
員
全
員
が
、一
人
で
も
多
く
の
町
民

の
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

全
国
の
市
町
村
の
優
秀
な
議
会
だ
よ
り

を
参
考
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、議
員
と
し
て
の
活

動
も
、精
一
杯
頑
張
ら
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
の
一
号
に
全
力
を
挙
げ
る「
一
号

一
生
」。私
も
、そ
ん
な
気
持
ち
で
編
集

作
業
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　        

　
　
　 

　
T
・
O

開始時間は午前９時30分から（最終日は午後１時30分から）
議事の都合により、日程が変更になる場合があります。

Toyoyama Gikai  Dayori

と
よ
や
ま
議
会
だ
よ
り

T
oyoyam

a G
ikai D

ayori
令
和
2年
2月
１
日
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3月 ２日（月）開会・議案説明
3月 ９日（月）一般質問
3月10日（火）議案質疑
3月11日（水）議案質疑

3月12日（木）福祉建設委員会
3月13日（金）総務文教委員会
3月17日（火）討論・採決・閉会
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P6～１5
P１6

委員会視察
9人が一般質問
翔びたて豊山っ子！

町議会　をクリック　　

町のホームページから
会議録がご覧いただけます

http://www.town.toyoyama.lg.jp/

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　
昨
年
12
月
1
日
に
行
わ
れ
た
、商
工
会
主

催
の
わ
く
わ
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
へ
出
発
す
る

様
子
。多
く
の
参
加
者
が
ス
タ
ン
プ
を
求
め

町
内
20
カ
所
を
楽
し
く
歩
き
ま
し
た
。

　
僕
は
、愛
知
駅
伝
に
出
ま
し

た
。
会
場
に
着
い
た
と
き
か
ら

六
区
の
僕
が
走
る
ま
で
、だ
い

ぶ
時
間
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、ず
っ

と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
、い
ざ
走
っ
て
み
る
と
す
ぐ

で
、全
体
結
果
は
十
位
で
し
た
。

豊
山
町
は
、去
年
よ
り
四
位
も

順
位
が
上
が
り
、モ
リ
コ
ロ
賞

　一
位
で
し
た
。初
め
て
出
た
駅
伝

で
賞
を
と
れ
た
の
で
、と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
私
は
、愛

知
駅
伝
に
今

回
初
め
て
出

ま
し
た
。
私

が
タ
ス
キ
を

も
ら
っ
た
時

点
で
は
最
下

位
に
近
か
っ

た
け
れ
ど
友

達
や
家
族
、コ
ー
チ
が
た
く
さ
ん

応
援
し
て
く
れ
た
の
で
が
ん
ば

れ
ま
し
た
。
区
間
六
位
で
練
習

よ
り
タ
イ
ム
は
出
な
か
っ
た
け

れ
ど
、楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し

た
！！
モ
リ
コ
ロ
賞
も
取
れ
て
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
井 

徠
輝

ド
キ
ド
キ
の
瞬
間

関
根 

り
り
こ

ま
つ

い

ら
い

き

せ
き

ね

初
め
て
の
愛
知
駅
伝

寄付行為の禁止

編
集
委
員
の
つ
ぶ
や
き

P2～4一人ひとりが輝く
暮らし豊かなまちへ

スタンプをぜんぶ集めるぞ （関連記事P16）


